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第１章 善通寺市観光基本計画とは            

１ 善通寺市の概要 

善通寺市は香川県の北西部に位置し、面積は 39.93ｋ㎡で、南に大麻山、西に香色山、筆

ノ山、我拝師山、中山、火上山の五岳山がそびえ、東と北には讃岐平野が広がっています。

気候は、瀬戸内海気候に属しており、温暖寡雨で、冬も比較的暖かく平地での積雪はめった

に見られません。 

市街地は、市のほぼ中央部を総本山善通寺からの拡がりをもって形成されており、中心部

には陸上自衛隊善通寺駐屯地が駐屯するほか、独立行政法人国立病院機構四国こどもとお

となの医療センターや国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構近畿中国四国農

業研究センターなどの公共機関や、四国学院大学、善通寺第一高等学校、尽誠学園高等学校

といった教育機関も立地しています。 

市の歴史は古く、古墳時代には有岡古墳群をはじめとする多数の古墳が築かれました。中

世には弘法大師空海の御誕生地として信仰のまちとなり、総本山善通寺の門前町として栄

え、明治時代に入ると旧陸軍第１１師団が置かれ、軍隊のまちとして市街地の整備が進みま

した。戦後は師団施設跡地に公共機関などが立地され、教育、文化都市として発展してきま

した。 

市内には四国八十八箇所霊場の札所である五か寺（総本山善通寺、曼荼羅寺、出釋 寺、

甲山寺、金倉寺）があるなど悠久の歴史を感じることができ、また、明治時代からの洋風建

築物が残っており、当時の文化を残す街並みとなっています。 

 

 

２ 計画策定の背景及び目的 

現在、本市の人口は３１，４８７人（令和３年２月１日現在）で、善通寺市人口ビジョン

によると、昭和６０年の３８，６３０人をピークに減少傾向が続いており、将来人口推計に

おいても今後さらなる減少が予想されています。特に年少人口（０歳～１４歳）と生産年齢

人口（１５歳～６５歳）が大幅に減少すると予想されており、少子高齢化を伴った人口減少

は、地域経済や教育、医療や福祉など様々な分野に影響を与えます。地域経済に目を向ける

と、農業分野では担い手や後継者不足による耕作放棄地の増加、商工業分野では地域内の消

費減少に伴う経済の縮小が見受けられ、地域産業の衰退は都市部への人口流出の一因につ

ながっていると考えられます。この人口流出は、地域産業の課題である担い手不足などにさ

らなる拍車をかけることになり、負のスパイラルが続いている状況です。 

そのような状況の中、観光産業は地域における消費の拡大や新たな雇用の創出など幅広

い経済波及効果や交流人口、関係人口の拡大に大きく寄与し、農業や商工業にまで広く総合

産業として地域に活力や持続的発展をもたらすため、その重要性が非常に高まっています。 
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２０２１年の東京オリンピック・パラリンピック、２０２２年の瀬戸内国際芸術祭が目前

に迫り、また２０２３年（令和５年）には弘法大師空海御誕生１２５０年祭が開催されるな

ど、本市の観光は今後、非常に重要な時期を迎えることになります。 

一方で新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、新しい生活様式や観光形態が求め

られるなど、社会のニーズは劇的に変化しており、そういった変化にも対応していかなけれ

ばなりません。 

これまでの取組を踏まえつつ、本市が持つ特性や可能性、課題を洗い出すとともに、社会

のニーズを把握、分析することによって、産業振興や地域活性化へとつながる観光を推進す

るためのビジョンと、今後重点的に取り組む施策を明らかにし、観光施策を総合的かつ計画

的に推進することを目的として本計画を策定します。 

 

 

３ 計画の位置づけ 

本計画は、本市の最上位計画である第６次善通寺市総合計画に基づき、また、関連する計

画との整合性を図りながら、本市の観光振興を実現するための計画です。 

 

 

４ 計画期間 

本計画の期間は、第６次善通寺市総合計画の計画期間と整合を図るとともに、長期的な指

針を定めるものとして、令和３年度から令和１２年度までの１０年間とします。ただし、本

市の観光を取り巻く環境の変化を見据え、５年目にあたる令和７年度に見直しを行う予定

としています。 

 

図表１－１ 観光基本計画の計画期間 
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 ５ 計画策定の方法 

本計画の策定に当たっては、本市の観光行政に対して広く意見を聴取し、様々な観点から

協議するため、善通寺市観光基本計画策定委員会を設置し、計画策定に関する審議を行いま

した。また、同委員会内に作業部会を設置し、計画策定に関する具体的な調査、検討を行い

ました。 

計画策定のための基礎的なデータや意見の収集については、観光実態調査を行い、市民や

観光客を対象としたアンケートや観光に関するワークショップを実施しました。ワークシ

ョップには市民や観光関連事業者、香川大学の教授と学生などが参加しました。 

 

図表１－２ 観光基本計画策定の流れ 
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第２章 善通寺市における観光の現状と課題        

１ 善通寺市を取り巻く観光の現状 

１ 時代の潮流 

国土交通省の令和２年版観光白書などを参考に、観光における時代の潮流（トレンド）を

明らかにします。 

 

◆観光産業を取り巻く変化 

⑴ 国内旅行者数（国内旅行消費額）の推移 

２０１９年（令和元年）の国内旅行延べ人数は約５億８千万人（宿泊と日帰りを合算し

た値）でした。連休の長さや自然災害などの影響による増減はありますが、近年では６億

人前後で推移しています。また、国内旅行消費額は２０１９年まで増加傾向にあり、同年

の消費額は２１．９兆円でした。 

 

図表２－１ 日本人国内宿泊旅行延べ人数、国内日帰り旅行延べ人数の推移 

  

（出典：国土交通省「令和２年版観光白書」より） 

 

 

 

 

 

 

（万人） 
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図表２－２ 日本人国内旅行消費額の推移 

 

（出典：国土交通省「令和２年版観光白書」より） 

 

⑵ 訪日外国人旅行者の増加 

地方部を訪問する訪日外国人旅行者は年々増加しており、２０１９年（令和元年）には

１，８４０万人となりました。２０１６年（平成２８年）以降、地方部を訪れた訪日外国

人旅行者は４５％増加し、三大都市圏のみを訪れた訪日外国人旅行者（１９％増加）より

も大きく伸びており、地方部が訪日外国人旅行者の伸びを牽引していると言えます。 

 

図表２－３ 訪問地別 訪日外国人旅行者

 

（出典：国土交通省「令和２年版観光白書」より） 

 

（兆円） 

（万人） 
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一方、２０１２年（平成２４年）と２０１９年（令和元年）の都道府県別外国人延べ宿

泊者数を比較すると、地方部の中でも誘客状況に差が生じています。最も増加した香川県

では１６倍と他地域よりも特に大きい伸びとなっています。自然景観などが誘引力のあ

る強力なコンテンツとなり、香川県を主目的地として訪問されたことが要因になってい

ます。 

 

図表２－４ 都道府県別外国人延べ宿泊者数の伸び（２０１２年－２０１９年） 

 

（出典：国土交通省「令和２年版観光白書」より） 

 

⑶ 新型コロナウイルス感染症の影響 

令和元年までは訪日外国人旅行者が増加傾向にあり、当初は２０２０年に東京オリン

ピック・パラリンピックの開催も予定されていたことから、観光業界は大きく期待される

市場でした。しかし、令和２年２月頃から新型コロナウイルス感染症が世界中に拡大して

いくと状況は一変しました。図表２－５から、新型コロナウイルス感染症の影響による訪

日外国人旅行者数の減少率が確認できます。１月が前年同月比１．１％減の２６６万人で、

２月以降大きく減少し、４月は統計開始以来過去最小の２，９１７人（暫定値）、５月は

これを下回る１，６６３人（暫定値）となりました。統計開始以来最低の水準を記録して

いることからも、新型コロナウイルス感染症の拡大により、訪日外国人旅行者数が顕著に

減少していることが分かります。上陸拒否を含めた新型コロナウイルス感染症に関する

水際対策の強化もあり、外国人が入国できなくなってしまったことが要因として挙げら

れます。 

 

 

 

 

 

 

（倍） 
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図表２－５  

２０１９年及び２０２０年の訪日外国人旅行者数前年同月比の推移（１～７月） 

 

注１：２０２０年１～５月は暫定値、同年６～７月は推計値を用い、小数第２ 

位以下を四捨五入して計算。なお、同年６月以降で１０人未満の地域を含

む月は人数・伸率ともに空白。 

注２：タイ、シンガポール、マレーシア、インドネシア、フィリピン、ベトナム、 

インドの合計により計算。 

注３：米国、カナダ、英国、フランス、ドイツ、イタリア、ロシア、スペイン、 

豪州の合計により計算。 

（出典：国土交通委員会調査室「新型コロナウイルス感染症が観光政策に示した課題」より） 
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新型コロナウイルス感染症発生前後の延べ宿泊客数を見ても、全国、四国ともに新型

コロナウイルス感染症の影響を受け、国内旅行者、訪日外国人旅行者ともに減少してお

り、特に訪日外国人旅行者の現象幅が大きく、これまで順調に成長していたインバウン

ド需要がほぼ消滅したことが分かります。 

 

図表２－６ 新型コロナウイルス感染症発生前後の延べ宿泊客数（全国） 

 

 

図表２－７ 新型コロナウイルス感染症発生前後の延べ宿泊客数（四国） 

 

（出典：株式会社日本政策投資銀行四国支店「新型コロナに関する緊急インバウンドアンケート」より） 
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ホテルなどの客室稼働率の推移からも新型コロナウイルス感染症の影響がはっきりと

確認することができます。 

 

図表２－８ 新型コロナウイルス感染症発生前後の客室稼働率（全国） 

 

 

図表２－９ 新型コロナウイルス感染症発生前後の客室稼働率（四国） 

 

（出典：株式会社日本政策投資銀行四国支店「新型コロナに関する緊急インバウンドアンケート」より） 
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◆持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ） 

⑴ ＳＤＧｓとは 

ＳＤＧｓとは、「Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｇｏａｌｓ」の

略で、２０１５年９月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための２０３０ア

ジェンダ」に掲げられた、２０３０年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標で

す。ＳＤＧｓは先進国、途上国を問わず、世界全体の経済、社会、環境の３つの側面にお

ける持続可能な開発を統合的取組として推進するものであり、１７のゴール（目標）とそ

れに付随する１６９項目のターゲット（達成基準）から構成されています。 

 

図表２－１０ ＳＤＧｓの１７の目標 

 

（出典：国際連合広報センターより） 

 

⑵ ＳＤＧｓへの取組の推進 

  ２０１７年１２月に閣議決定した「まち・ひと・しごと創生総合戦略２０１７改訂版」

において、日本におけるＳＤＧｓの国内実施を促進するためには、民間事業者や地方公共

団体、地域で活躍するステークホルダーなどによるＳＤＧｓ達成のための積極的な取組

が必要不可欠であるとされています。また、地方創生の一層の促進のために、新たにＳＤ

Ｇｓの手法を取り入れて戦略的に進めていくことにより、持続可能な経済社会づくりを

推進するとしています。 
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時代の潮流 

 

令和元年まで国内旅行の延べ人数は約６億人前後で推移し、国内旅行消費額は

約２０兆円前後で推移していました。訪日外国人旅行者数も年々増加し、特に地

方を旅行する訪日外国人の増加が顕著で、中でも香川県での宿泊数は特に大きな

伸びとなっていました。 

しかしながら、新型コロナウイルス感染症による影響により、国内旅行者はも

とより、訪日外国人旅行者は大きく減少し、インバウンド需要はほぼ消滅した状

態になりました。 

そのような状況において、社会では新しい生活様式が必要とされ、またこれま

でと違った価値観が大切にされるようになるなど、様々な変化がもたらされてい

る中、観光分野においても、マイクロツーリズムやオンラインを活用した観光な

ど新たな観光形態が提唱されるようになってきています。 

また、２０１５年にＳＤＧｓが採択され、国際社会全体で持続可能な社会を目

指していくこととされています。ＳＤＧｓは全ての人々が関わる普遍的な目標で

あることから、ＳＤＧｓ達成のために積極的な取組を推進していく必要がありま

す。 
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２ 善通寺市における観光の現状 

 ⑴ 本市の主要観光地の状況  

本市の主要観光地は、四国八十八箇所霊場の五カ寺である総本山善通寺、曼荼羅寺、甲

山寺、出釋 寺、金倉寺のほかに、王墓山古墳、野田院古墳をはじめとした有岡古墳群や、

乃木資料館、善通寺市立郷土館、善通寺市民プール、大麻山キャンプ場、「善通寺五岳の

里」市民集いの丘公園などが挙げられます。 

また、市民交流の施設として、会議やイベント、婚礼などにも利用できる旧善通寺偕行

社や観光案内所でもある善通寺市観光交流センター、レンタサイクルの貸出しや特産品

である讃岐もち麦ダイシモチをはじめとしたお土産物を販売するおしゃべり広場などが

あります。 

  また、善通寺市景観計画において様々な景観資源が挙げられておりますが、それらを観

光の視点で考えた際、本市には上記の主要観光地を含め、観光地となり得る様々な地域資

源があることが分かります。 

 

図表２－１１ 善通寺市の地域資源 

① 自然景観 

 

② 水と緑の景観軸 

 

③ 歴史文化の景観軸 

 

④ 水と緑の景観拠点 
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⑤ 歴史文化の景観拠点 

 

⑥ 交通景観拠点 

 

⑦ 眺望景観 

 

（出典：善通寺市景観計画より） 

 

  

五重塔                 五岳山 

  

王墓山古墳              旧善通寺偕行社 
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⑵ 本市の観光客の推移 

本市の年間観光入込客数は、令和元年まで概ね１００万人で推移していました。瀬戸内

国際芸術祭が開催された２０１３年（平成２５年）、２０１６年（平成２８年）、２０１９

年（令和元年）の観光入込客数をみても、例年からほとんど変動がない状況です。 

  令和２年の観光入込客数は新型コロナウイルス感染症の影響により、約８８万人まで

落ち込み、本市においても大きな影響があったと言えます。 

また、県内の主要観光地でもある総本山善通寺が、本市の観光入込客数の約８割を占め

ており、安定して約８０万人が訪れる観光地である一方、本市の観光の大部分が総本山善

通寺に依存しているとも言えます。 

 

図表２－１２ 本市の観光地（施設）別観光入込客数の推移 

 

 

（出典：善通寺市観光入込客数調査より） 
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⑶ 善通寺市を訪れる観光客の現状 

① アンケート調査の概要 

令和元年度に本市で開催したイベントで、市民、観光客に対してアンケートを実施しま

した。その内容を分析することで、本市の観光に関する実態を把握し、これからの検討課

題を抽出します。分析対象としたアンケート調査は図表２－１３のとおりです。 

 

図表２－１３ アンケート一覧 

 開催イベント アンケート内容 部数（枚） 

１ 善通寺まつり 市民向け ８５ 

２ 観光交流センターまつり 市民向け ２０１ 

３ 空海まつり 市民向け ７８ 

４ 五岳山縦走「空海ウォーク」 観光客向け ２６５ 

５ 初詣（総本山善通寺） 観光客向け ２４９ 

回収総部数 ８７８ 

 

  ② アンケート調査分析結果 

【回答者属性】 

ア 性別 

マルシェや子ども向けの働く車を展示した観光交流センターまつりでは、女性の

割合が約７割を占めるなど、イベントによって多少の差はありますが、全体の傾向と

しては女性の割合が高いと言えます。 

 

図表２－１４ 性別 
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イ 年齢 

善通寺まつりと観光交流センターまつりでは３０代、４０代の子育て世代が多い

ことが分かります。空海まつりでは６０代、７０代が、空海ウォークでは４０代～７

０代の参加が多く、他のイベントと比較して年代層が高いことが分かりました。一方

初詣には２０代以下の若者が多く来訪しています。 

 

図表２－１５ 年齢 

 

 

ウ 居住場所 

市民向けのイベントである善通寺まつりや観光交流センターまつりでは、市内在

住の参加者が５割、６割と半数以上を占めています。一方で、空海まつりや空海ウォ

ーク、初詣といった自治体の枠を越えたイベントでは、市外在住者の割合が高くなっ

ていることが分かります。 
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図表２－１６ 居住場所 

 
 

【本市の観光について】 

ア 観光に適した魅力的な素材 

本市には観光に適した魅力的な素材がたくさんあると回答したのは、いずれのア

ンケートでも６割～７割であり、観光資源となり得る素材があると考えている人が

多いことが分かりました。 

 

図表２－１７ 観光に適した魅力的な素材 
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イ 最も魅力的な観光地 

本市で最も魅力的な観光地として多く挙げられたのは、総本山善通寺、五岳山、う

どん屋でした。空海ウォークではイベント会場である五岳山、初詣は会場である総本

山善通寺がそれぞれ１位となっていますが、その他の観光地の票数が少ないことが

分かります。 

 

図表２－１８ 最も魅力的な観光地 

 

ウ 交流人口 

観光により交流人口が増えてほしいと感じている人は、いずれのアンケートでも

約７割を占め、交流人口の増加を望む声が多いことが分かりました。 

 

図表２－１９ 交流人口 
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エ 観光に力を入れるべき 

本市はもっと観光に力を入れるべきであると回答したのは、いずれのアンケート

でも６割程度となりました。 

 

図表２－２０ 観光に力を入れるべき 

 

 

オ 観光を含めたまちづくりへの参加 

３０代、４０代の参加者が多かった善通寺まつりと観光交流センターまつりでは、

それぞれ５割以上の人がまちづくりに参加したいと回答しています。一方で、参加者

の年齢層が高い空海まつりではまちづくりに参加したいと回答したのは４割と他の

アンケートと比べて低い結果となりました。 

 

図表２－２１ まちづくりへの参加 
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カ 宿泊施設 

宿泊施設が必要だと回答した割合は、いずれのアンケートでも６割～７割となり、

宿泊施設の必要性を感じている人の割合が高いことが分かりました。 

 

図表２－２２ 宿泊施設

 

 

キ 観光の満足度 

本市の観光への満足度について、６割～７割の人が満足していると回答している

ことが分かりました。 

 

図表２－２３ 観光の満足度 
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ク 旅行形態 

観光客の多くは日帰りで来訪しており、宿泊を伴う観光客の割合は低くなってい

ます。 

 

図表２－２４ 旅行形態 

 
 

   ケ 利用金額（消費額） 

市内在住者は１，０００円未満が多く、利用金額は低くなっています。一方で、香

川県外在住者は１，０００円～５，０００円未満の割合が高く、市内在住者と比べて

利用金額が高くなる傾向にあります。 

 

図表２－２５ 利用金額（イベントでの利用金額） 
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また、空海ウォークについては、イベント来場者数及びアンケート結果より、観光

消費額の算出を行いました。 

観光消費額（観光消費額単価×観光入込客数）で最も金額が高いのは、人数が最も

多い県内在住者の日帰り７０５，２７１円です。一方で、観光消費額単価が最も高か

ったのは、県外在住者の宿泊１１，３６８円でした。人数は少ないものの単価が高い

ため、観光消費額も県内在住者の日帰りに次いで高い金額となっています。 

     

図表２－２６ 空海ウォーク観光消費額 

属性 

観光入込客数 

（人回） 

観光消費額単価 

（円/人回） 

観光消費額 

（円） 
合計消費額

（円） 
宿泊 日帰り 宿泊 日帰り 宿泊 日帰り 

市内 0 49 0 2,100 0 102,900 102,900 

県内（市外） 7 371 1,750 1,901 12,250 705,271 717,521 

県外 45 78 11,368 3,118 511,560 243,204 754,764 

（アンケート結果より作成） 

 

  【観光案内所について】 

ア 観光案内所の利用 

現在本市には観光案内所が２か所ありますが、観光案内所を利用したのは、いずれ

のアンケートでも１割に満たない状況でした。 

 

図表２－２７ 観光案内所利用 
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観光案内所を利用しなかった理由として多く挙げられたのは、「事前にＰＣ・携帯

で情報収集できた」、「困らなかった」、「場所が分からなかった」という意見でした。 

 

図表２－２８ 観光案内所を利用しなかった理由 

 

 

イ 観光案内所の位置 

ＪＲ善通寺駅に観光案内所が必要だと回答したのは、いずれのアンケートでも約

６割でした。一方で、観光案内所がどこにあると便利かという質問に対しては、ＪＲ

善通寺駅と総本山善通寺に２極化しています。駅や主要な観光地等、アクセスしやす

い場所への設置を望む声が多いことが分かりました。 

 

図表２－２９ 善通寺駅における観光案内所の必要性 
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図表２－３０ 観光案内所の場所 

 

 

ウ 観光案内所の機能 

観光案内所に欲しい機能として、観光情報の収集、カフェ、食事、お土産購入とい

う意見が多く挙げられていました。観光案内所の現在の機能を踏まえ、今後追加を検

討すべき機能として、カフェや食事、各種手続き、電子機器の充電などが挙げられま

す。 

 

図表２－３１ 観光案内所に欲しい機能 
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エ レンタサイクルの利用 

本市のレンタサイクルは、観光案内所の１つであるおしゃべり広場で利用できま

す。普通自転車１０台、スポーツ型自転車が４台あり、普通自転車は１日１００円（一

部３００円）、スポーツ型自転車は１日５００円で貸出ししています。 

レンタサイクルを利用した人はいずれのアンケートでも３％でした。レンタサイ

クルを利用しなかった理由として最も多く挙げられたのは、知らなかったという意

見でした。情報発信の方法や設置場所の検討を行う必要があると考えられます。 

 

図表２－３２ レンタサイクルの利用

 

 

図表２－３３ レンタサイクルを利用しない理由 
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オ レンタサイクルの場所 

レンタサイクルがどこにあると便利かという質問で、最も多く挙げられたのはＪ

Ｒ善通寺駅、次いで総本山善通寺という結果になりました。観光案内所同様、まちの

入口や拠点となる場所に設置を望む声が多くなっています。 

 

図表２－３４ レンタサイクルの場所 
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善通寺市における観光の現状 

 

・本市の年間観光入込客数は、令和元年まで概ね１００万人で推移していまし

たが、令和２年は新型コロナウイルス感染症の影響により、約８８万人まで落ち

込みました。また、２０１３年（平成２５年）、２０１６年（平成２８年）、２０

１９年（令和元年）と、国内外から多くの観光客を呼び込んだ瀬戸内国際芸術祭

が開催されましたが、本市の観光入込光客数は例年からほとんど変動がなく、イ

ンバウンド需要を取り込むことができなかったことがうかがえます。 

・県内の主要観光地でもある総本山善通寺が、本市の観光入込客数の約８割

を占めており、安定して約８０万人が訪れる観光地となっていることから、本

市の観光にとって非常に重要な観光資源であると言えます。その一方で、本市

には多くの魅力ある地域資源がある中で、観光の大部分を総本山善通寺に依存

した状況であると言えます。市民の中には観光に適した魅力的な素材がたくさ

んあるという意見がありながら、観光客にとってはそれらが観光資源として認

知されていないという状況になっています。 

・観光客の旅行形態は日帰り旅行が多い状況です。また、県外観光客は、県内

観光客と比較すると宿泊旅行の割合が高く、観光消費額単価が高くなっていま

す。 

・市民の中には、観光によって交流人口が増えてほしい、観光に力を入れるべ

きだというような観光に対して前向きな意見が多く見られ、観光を含めたまちづ

くりへ参加したいという意見もあります。 

 ・観光案内所、レンタサイクルについては、その利用が十分ではないと考えら

れることから、設置場所や機能、情報発信について検討する必要があります。 
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 ２ 善通寺市における観光の課題 

各調査結果から、本市における観光の課題として、「つながりや連携の強化」、「地域資源

の付加価値の創出（観光資源化）」、「情報発信の強化」の大きく３つの課題が挙げられま

す。 

 

 

 

 

 

 
 

１ つながりや連携の強化 

本市の観光分野を考えた際、人と人、拠点と拠点、事業と事業など、様々な場面

でつながりや連携が不十分な状況が見受けられます。そういったつながりや連携

は、相乗効果を発揮したり、新しい気づきや変化をもたらす可能性があります。 

社会や観光形態が目まぐるしく変化する中で、本市の観光が持続的に発展してい

くためには、そのようなつながりや連携を強化していく必要があります。 

２ 地域資源の付加価値の創出（観光資源化） 

本市には総本山善通寺を含めた様々な地域資源がありますが、本市の観光におい

ては総本山善通寺への依存度が大きく、その他の資源に対する観光客の認知度が低

くなっています。魅力ある資源が幅広く認知され、観光地として注目され、選ばれ

るように、付加価値を創出し、観光資源化を図る必要があります。 

３ 情報発信の強化 

地域資源の認知度や施設の利用状況などを見ても、本市の観光においては情報発

信が十分ではないという状況があります。 

本市の今後の観光を発展させていくためには、いかに情報発信していくかが非常

に重要となることから、情報を整備し、様々な媒体を活用しながら、的確に情報発

信していく必要があります。 
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第３章 観光基本計画の基本理念と目指す将来像      

１ 基本理念 

 本市は、総本山善通寺や弘法大師空海、古墳を始めとする歴史や、五岳山や出水などの自

然のように多種多様な地域資源があります。それらの資源は善通寺市が持つ強みであり、誇

るべきものです。一方で、近年観光情勢は目まぐるしく変化しており、観光の形態について

も、オンラインを活用した観光や観光と仕事を融合した取組など、これまでにはない多様性

が求められています。 

善通寺市の現状を的確に把握、認識しながら、観光情勢の変化やニーズに対して、新しい

技術の活用や関係人口を増加させることにより、観光客が「善通寺市」を知り、訪れたり、

関わりを持つきっかけを作りながら、持続可能な観光を目指すことで、第６次善通寺市総合

計画で掲げた「みんなで創る！！住んでみたい・住みつづけたいまち 善通寺」につなげ、

さらに持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成にも貢献していきます。 

そこで、「共感や喜びを大切にする観光」、「交流を大切にする観光」、「地域資源を大切に

する観光」の３つを善通寺市観光基本計画の基本理念とします。 

 

基 本 理 念 

１ 共感や喜びを大切にする観光 

２ 交流を大切にする観光 

３ 地域資源を大切にする観光 

 
１ 共感や喜びを大切にする観光 

 本市には、総本山善通寺や弘法大師空海、古墳などの歴史や五岳山などの自然といった、

ここにしかないものを味わうことができます。歴史がいきづく街、自然にあふれる街として、

本市が持つ魅力を観光客に共感してもらい、喜びにつなげ、観光客にとって、そして市民に

とって唯一の思い出となることを目指します。 

 

２ 交流を大切にする観光 

 本市には、四国八十八箇所霊場の寺院が５箇所あり、遍路客の往来があるため、市民には

昔からおもてなしの文化が根付いています。今後もおもてなしの文化を浸透させ、観光に関

わる市民や事業者などを増やし、それぞれがつながりを作りながら観光客と交流すること

で、再び本市に訪れたい、誰かにそのよさを伝えたい、また本市に関わっていきたいと感じ
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てもらえるような観光地になることを目指します。 

３ 地域資源を大切にする観光 

 本市には、歴史や自然、おもてなしの文化など誇ることができる様々な地域資源がありま

す。また、人気のあるカフェやお店なども点在し、女性や若者を中心に注目されており、本

市の重要な地域資源となっています。そのような中、今後の観光振興のためには新たな観光

資源を開発するだけではなく、今ある資源に愛着を持ち、情報発信しながら、維持、保全、

活用していくことを大切にすることで、『善通寺市らしさ』を持ち続けた持続可能な観光地

となり、継続的な魅力の増進及び成長につなげていくことを目指します。 

 

 

２ 善通寺市が目指す観光の将来像 

 本市が目指す観光の将来像は、善通寺市が善通寺市らしくあり続けられる観光であり、本

市が誇るべき地域資源とそれらを支える人、そして変化する観光形態への対応を相互に連

携させ、将来にわたり善通寺市らしさを持続しながら発展させる観光です。 

本市には資源やおもてなしの文化など誇るべきものが数多くあります。市民や観光客、そ

して関係人口と呼ばれる本市に関わる様々な人たちが関わり合うことで、その価値や魅力

を認識し、大切にしていきます。それに加えて、大きく変化する観光形態に対して、ＩＣＴ

（通信技術）やＡＩ（人工知能）などの新しい技術を活用しながら、本市の価値や魅力を全

国、そして世界へ発信していきます。 

本市を知ってもらう機会を増やし、本市を知った人や訪れた観光客が「行ってみたい」、

「また来たい」、「誰かに伝えたい」と感じ、観光客から観光客へとつなげていくとともに、

市民を含めた本市の観光に関わる人を増やしていくことで、本市の観光が持続的に発展す

ることを目指します。 
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目指す観光の将来像イメージ図 
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 ３ 観光基本計画における目標 

 

目  標 
現状値 

（令和元年度） 

前期計画目標値 

（令和６年度） 

後期計画目標値 

（令和１１年度） 

観光地における観光入込客数 1,104,981 人 

（令和元年） 

880,945 人 

（令和２年） 

   

1,125,000 人 

（令和６年） 

 

1,150,000 人 

（令和１１年） 

善通寺市観光交流センターにおけ

る外国人入込客数 
63 人 100 人 200 人 

観光消費額 

（円／人回） 

市内 2,100 円 2,200 円 2,300 円 

県内（市外） 1,901 円 2,200 円 2,300 円 

県外 宿泊：11,368 円 

日帰り：3,118 円 

宿泊：12,000 円 

日帰り：3,300 円 

宿泊：12,500 円 

日帰り：3,500 円 

観光客に占める宿泊者の割合 10％ 11％ 12％ 

観光客の満足度 70％ 73％ 75％ 

観光を含めたまちづくりへの参加

を望む市民の割合 
26％ 28％ 30％ 

体験・参加型プログラム 2 件 6 件 11 件 

観光協会 HP 年間アクセス数 19,302 回 40,000 回 60,000 回 

SNS フォロワー 

 

Facebook 

（善通寺市） 

2,609 人 

（2020.10.26 時点） 

5,000 人 

 

10,000 人 

 

Instagram 

（空海 NAVI） 

1,986 人 

（2020.10.26 時点） 

5,000 人 

 

10,000 人 

 

 

※参考 

・観光地における観光入込客数：令和元年、令和２年善通寺市観光入込客数調査より 

・善通寺市観光交流センターにおける外国人入込客数：善通寺市調査より 

・観光消費額：令和元年度善通寺市観光実態調査業務（Ｐ４５ 図表５－１３）より 

・観光客に占める宿泊者の割合：令和元年度善通寺市観光実態調査業務（Ｐ４５ 図表５－ 

１３）より 

・観光客の満足度：令和元年度善通寺市観光実態調査業務（Ｐ４３ 図表５－１１）より、

「大いに満足」、「満足」を集計 

・観光を含めたまちづくりへの参加を望む市民の割合：令和元年度善通寺市観光実態調査業 

務（Ｐ４２ 図表５－９）より、「そう思う」を集計 
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第４章 観光振興の基本方針                            

５つの基本方針と主な取組 

基本理念と目指す将来像を踏まえ、本計画の基本方針を以下の５つとします。 

 
【基本方針１】 つながりの強化 

【基本方針２】 地域資源と新しい技術を活用した観光の推進 

【基本方針３】 情報発信の強化 

【基本方針４】 受入環境の整備 

【基本方針５】 ビジネス化の推進 
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基本方針１ つながりの強化 

 

基本方針 

本市の観光に関わる人や事業者、自治体など、様々な主体がつながりを持ちながらそれ

を強め、本市の観光振興を推進します。 

また、自治体間や世代間のつながりを大切にし、広域的かつ持続的な観光振興を図りま

す。 

【背景】 

 ・つながりを強め、広げることでそれまでにはなかった発想や気づきが生まれてきます。 

本市の観光を盛り上げるためには、そういった力が必要不可欠です。観光に関わる主体が 

いかにつながりを持ちながら観光施策に取り組んでいけるかが重要になります。 

・観光客が本市への観光を考える際、他自治体の観光地と合わせて検討されることが多 

くあります。そのため、本市の観光振興を図るためには、他の自治体と連携することが重 

要になります。近隣自治体には丸亀市、三豊市、琴平町があり、いずれも県内有数の観光 

地がある自治体です。また、姉妹都市の平戸市や歴史友好都市の高野町、四国八十八箇所 

霊場札所のある自治体など、様々な自治体と連携していくことが必要になります。 

・弘法大師空海の御誕生から１２５０年を迎える令和５年には、弘法大師空海御誕生１２

５０年祭が開催されます。本市をＰＲする大きな機会であり、関係機関や他自治体と連携

しながら、本市の魅力を発信していく必要があります。 

・観光振興を推進するためには、全ての世代の方がそれぞれの強みを活かしながら、関わ

りを作っていくことが大切です。令和元年度から瀬戸内国際芸術祭の連携事業として、

「善通寺市まちなか黒板アート事業」に取り組んでいる中、善通寺第一高等学校の黒板ア

ートなどが注目を浴びています。また、観光分野において大学生に関わってもらい、様々

な提案をいただく機会も増えています。様々な世代の方をつなぐ働きかけを行いながら、

特に若い世代は今後の観光分野を担い、大きな力となることから、継続的なつながりを大

切にしていくことが重要です。 

 

【主な取組】 

１ 観光に関わる主体のつながりの強化 

観光施策を検討、実施する際、単独での事業展開ではなく、いかに幅広く様々な主体が関

わり合うことができるかを考えながら事業展開を図ります。また、本市の観光に関わりを持

つ関係人口を増やしていけるように交流の機会を創出していきます。 

 ◎主体間、事業間連携の強化 

 ◎ワークショップの開催など交流の機会の創出 

 

２ 自治体間のつながりの強化 

点ではなく、線や面になるような観光を促進するために、近隣自治体や関係自治体と連携
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し、広域観光を推進することにより、効果的な誘客を図ります。 

◎広域的なイベントの開催 

◎広域連携協議会内の連携 

 （さぬき瀬戸大橋観光協議会・こんぴらさん道しるべ協議会） 

◎近隣自治体、関係自治体との観光周遊ルート化の検討 

◎他自治体で実施されるイベントなどへの積極的な参加 

 

３ 世代間の連携強化 

様々な場面で世代間の関わりを持つことで、若者の情報発信力や発想力、年配者の知識や

経験など、それぞれの強みを活かした観光振興を図ります。特に若い世代に本市の観光に携

わってもらうことで、本市を知り、興味や愛着を持ち、将来の観光振興の大きな力になって

くれるような関係づくりを目指します。 

 ◎総合学習での地域、観光情報の提供 

◎イベントへの参加など観光に関わる機会、場づくり 

◎インターンシップの積極的な受入れ 

 

 

 

 

 

関連ＳＤＧｓ 
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基本方針２ 地域資源と新しい技術を活用した観光の推進 

 

基本方針 

本市にある地域資源を観光の視点で捉え、観光客の観光意欲を高められるコンテンツ

として磨き、活用に向けて推進します。 

また、新しい価値観や生活様式の変化など、社会や観光形態の変化への対応が求められ

る中で、ＩＣＴなど新しい技術を活用した観光コンテンツの提供を推進します。 

【背景】 

・本市には、総本山善通寺をはじめとする５つの四国八十八箇所霊場札所や旧陸軍第１１ 

師団の建物、五岳山や豊富な湧水など様々な地域資源があります。また、弘法大師空海や 

乃木希典など本市にゆかりのある歴史上の人物もいます。そういった地域資源を観光資 

源として捉えた際、まだまだ発展の余地があると考えられます。また、地域資源に目を向 

けた観光施策を進めていくで、受け入れる側の市民や事業者が地域資源を見つめる機会 

となり、本市のことを知り、愛着を持つことで、さらなる観光施策につなげられる可能性 

があります。 

・本市を訪れた観光客は滞在時間が短く、観光客の多数は日帰り観光です。今後は、滞在 

時間を延ばすような施策を検討する必要があります。 

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大に起因した、社会や観光形態の変化への対応は今 

後も必要になってくることが予測されます。ＩＣＴなどを活用した新たな観光の在り方 

について検討し、変化に対応していく必要があります。 

 

【主な取組】 

１ 地域資源の観光コンテンツ化 

 魅力ある地域資源を観光資源として捉え、観光コンテンツとすることで、地域資源の価値

を高め、多くの方に本市の魅力を感じてもらいます。 

 ◎市内にある四国八十八箇所霊場の５つの札所と連携した取組の強化 

◎古墳プロモーション 

 ◎特産品を活用した観光施策の推進 

◎教育旅行の誘致 

 

２ 体験型・参加型観光プログラムの作成、提供 

近年のトレンドとして、見学を主とした観光から、体験型・参加型プログラムを取り入れ

た観光へとシフトしています。また、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、関東圏や関

西圏などの大都市圏を目的地とした観光から、近場への旅行やキャンプ、アウトドアといっ

た観光が注目されています。このような新しい観光ニーズに対応するため、本市の魅力であ

る、歴史や文化、自然、特産品に着目した体験型・参加型プログラムの作成、提供に取り組

みます。 
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◎観光施設や事業者と連携したプログラムの作成 

◎体験型・参加型プログラムを盛り込んだツアーの創設 

  

３ 新しい技術を活用した観光コンテンツの提供 

社会の変化や様々なニーズに対応するため、ＩＣＴ技術を取り入れた周遊観光など、新し

い技術を活用した観光コンテンツの提供を検討します。 

◎ＩＣＴ技術と観光の関連性の検討 

◎先端技術に関する情報共有 

 

 

 

 

 

関連ＳＤＧｓ 
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基本方針３ 情報発信の強化 

 

基本方針 

本市に興味を持ち観光してもらうために、観光客にとって魅力ある観光情報を整備し

ます。 

また、観光情報を収集しやすいように、様々な発信方法を検討し、提供します。 

【背景】 

 ・観光地として本市を選んでもらうためには、提供する情報から本市が魅力的だと感じて

もらうことが必要です。観光スポットの情報を提供するだけではなく、コース設定した情

報や、どのように楽しめばよいかというようなシーンが分かる情報を提供するなど、観光

客を惹きつけるような情報の提供が必要です。 

・情報が魅力的であっても、その情報が観光客に届かなければ観光にはつながりません。 

観光情報を的確かつ容易に収集できることが重要です。 

・情報収集の方法は、ターゲットの属性によって異なることが考えられるため、ターゲッ 

トに合わせた情報発信の方法を整備することが必要です。ターゲットは大きく以下の３ 

つが考えられます。 

＜若者＞ 

若者は、ＳＮＳを始めとするインターネットから観光の情報を多く収集します。また、

動画などを好むケースも多く、「着地型観光」と呼ばれる、インターネットを使って現

地で観光地を探すケースもあります。リアルタイムの情報を発信し、現地で最新の観光

情報を収集できるようにすることが必要です。 

＜年配者＞ 

年配者は、新聞や広告などの活字媒体を活用する傾向にあります。また、ツアーのよ

うな決められた観光に参加するケースが若者より多いため、旅行会社と連携したツア

ー商品などを通じて本市を発信する必要があります。 

＜旅行中の観光客＞ 

現地に到着してから観光地を探す人は、駅前や市役所などの前にある観光案内板や

パンフレットを見て探すケースがあります。インターネットを使わなくても現地で観

光情報を得られるようにすることが必要です。 

 ・様々な情報発信の方法が出てくる中で、時代の変化に応じた発信方法を検討する必要が 

あります。また、観光案内所についても、その機能強化や新たな観光案内の方法を検討す 

る必要があります。 

 

【主な取組】 

１ 観光情報の整備 

 本市に魅力を感じてもらえるように、地域資源や観光コンテンツ化した情報、イベント情

報、体験型・参加型プログラムなどの情報を整備し、多くの方にとって十分かつ的確な情報



39 

 

発信を推進します。 

◎観光情報の充実化 

◎関連情報の連携化 

 ◎リアルタイムな情報の整備 

 

２ 情報発信方法の充実化 

様々な媒体を活用し、幅広く、切れ目のない情報発信を行い、本市の認知度を向上させる

とともに、誘客を促進させる。 

 ◎観光パンフレットやチラシ、ＳＮＳなどの効果的な活用 

 ◎パンフレットとホームページなど各媒体の連携 

 ◎旅行代理店や旅客事業者などに対するセールスの強化 

 

３ 新たな情報発信方法の検討 

 ゲーミフィケーションを取り入れた情報発信など、新たな情報発信の導入について検討

する。また、観光案内所間の連携を図りながら、移動式観光案内所など新たな観光案内の

導入について検討する。 

 ◎効果的な情報発信ツールの研究、検討 

 ◎移動式観光案内所導入の検討 

 

 

 

 

 

関連ＳＤＧｓ 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 



40 

 

基本方針４ 受入環境の整備 

 

基本方針 

国内外の観光客が快適かつ安心して周遊、滞在できるように、受入環境の整備を推進し

ます。 

【背景】 

 ・観光客が観光地を訪れた際、観光地でいかに快適かつ安心して過ごすことができるかと

いうことは、再び本市を訪れたい、誰かに紹介したいといった動機付けに大きな影響を与

えます。 

・本市には昔からおもてなしの文化が根付いていますが、その文化を大切にしながら、

様々な観点から観光客の受入環境を整えていくことで、観光客から観光客への誘客につ

なげたり、本市を好きになり愛着を持ってくれる関係人口を増やすことができます。その

ため、受入環境を整備することは観光客を増やす上で必要不可欠な要素です。 

 

【主な取組】 

１ 円滑な観光案内の実施 

観光客にとって分かりやすく親切な案内を行い、各観光地への円滑な誘導を行うことで、

利便性と回遊性の向上を図ります。 

 ◎観光案内看板の計画的な更新、設置 

 ◎観光案内所間の連携強化 

  

２ 観光ガイドの育成 

観光ガイドの案内があることで、観光地をより知ってもらったり交流が生まれるだけで

なく、外国人旅行客や団体旅行、教育旅行などの目的地として選ばれる可能性が高まること

から、観光ガイドの育成を推進します。 

 ◎各観光地における案内機会の創出 

 ◎観光ガイド養成講座の実施 

 

３ 接客・接遇研修の実施、支援 

 観光客へのおもてなしの意識や技術の向上を図るため、観光関連事業者などを対象とし

た接客、接遇研修、またインバウンド需要の回復を想定した外国語や文化の研修などを定期

的に実施するとともに、様々な機関で開催される研修会の情報提供を行います。 

 ◎接客・接遇研修の実施 

◎観光庁などが実施する研修会の案内 

 

４ 周遊、滞在に必要な情報の提供 

 駐車場、公衆トイレ、コンビニ、レンタサイクルなど周遊、滞在に必要な情報を観光客が
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容易に収集できるように情報提供を行います。また、感染症対策に関する情報や災害時の情

報の提供など、観光客が安全で安心な観光ができるよう努めます。外国人観光客への対応と

して多言語による観光情報の提供を推進します。 

 ◎市内の施設情報の提供 

 ◎感染症対策や災害関連など安全、安心に関する情報提供 

 ◎案内看板やパンフレットなどの多言語化 

 

５ 施設環境の整備 

 観光客が快適かつスムーズに観光を楽しめるように、市内の施設環境の整備を推進しま

す。 

 ◎Ｗｉ－Ｆｉ環境やキャッシュレス化の促進 

◎ＩＣＴなどを活用した多言語対応の推進 

 

 

 

 

 

関連ＳＤＧｓ 
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基本方針５ ビジネス化の推進 

 

基本方針 

食事やお土産の購入、宿泊や交通機関の利用など観光客の消費行動につながりやすい

分野が連携しながら、観光客の消費を拡大させ、経済的な効果を高める取組を推進しま

す。 

特に「食」は観光において重要な位置づけとなっており、本市の特産品である讃岐もち

麦ダイシモチやキウイフルーツなどの認知度向上を図りながら、本市の食の魅力を発信

し、ブランドの確立を目指します。 

また、有償観光ガイドの創設や二次交通の観光コンテンツ化、情報ビジネスなど様々な

観点から新たなビジネスモデルを検討します。 

【背景】 

 ・観光をビジネスとしてしっかりと捉え、収益が生まれる仕組みを構築していくことで、

経済的な効果を高め、観光の持続的な発展を目指すことができます。 

・食事やお土産など直接消費に関わる分野は、観光客が目的地を考える上で非常に重要な

要素となります。観光振興のためには、本市でいかに消費してもらえるかが重要となるた

め、消費へつなげる取組を推進していく必要があります。 

・讃岐もち麦ダイシモチやキウイフルーツなど、本市の特産品の認知度をさらに向上させ 

ることで、利用している飲食店の収益向上やお土産の販売拡大につなげることができま 

す。 

 ・変化する社会に対応するためには、既存のビジネスに加え、有償観光ガイドの創設や二 

次交通の観光コンテンツ化、情報ビジネスの構築など新たなビジネスモデルを検討し、新 

たな消費につなげていく必要があります。 

 

【主な取組】 

１ 「食」に関する観光コンテンツの提供 

「食」を目的に訪れる観光客の獲得に向け、飲食店などと連携した「食」の観光コンテ

ンツの作成を推進し、滞在時間の増加や消費拡大を促進します。 

 ◎マルシェや「食」に関するイベントの実施 

 ◎「食」をテーマにしたツアー商品の企画、検討 

 ◎新しい要素を取り入れたうどん巡りの検討 

  

２ 特産品のＰＲとブランディング 

特産品を食べたり、お土産として購入するなど、「特産品」が観光の目的の１つとなるよ

うＰＲを進め、販路を拡大しながらブランド化を目指します。 

 ◎様々な企業と連携した販路拡大と商品開発の推進 

◎特産品への愛着醸成 
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３ ビジネス連携の推進 

 事業と事業をつなげることで相乗効果を発揮させるとともに、異業種間における新たな

ビジネス連携などを推進することで、様々なビジネス展開を図ります。 

 ◎宿泊施設とレンタサイクルなどとの連携 

 ◎異業種が連携した体験型・参加型観光プログラムの作成・提供 

 ◎ビジネスマッチングの機会の提供 

 

４ 新たなビジネスモデルの検討 

観光形態の変化や社会のニーズに応じたビジネスモデルを検討します。 

◎観光ガイドによる案内は、観光の質を高めることができ、観光客の満足度向上につなが 
ります。今後も観光ガイドの継続的な発掘、育成のために、有償観光ガイドの創設を検討 
します。 
◎本市を訪れた後の市内移動そのものを体験型観光コンテンツとし、特色ある交通手段

を提供できないか、その可能性を検討します。 
 ◎観光において情報は非常に重要なものであり、また、ＩＣＴ技術が日々進化している中

で、観光分野における情報発信に関する新たなビジネスの可能性について検討します。 

 

 

 

 

 

関連ＳＤＧｓ 
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第５章 観光基本計画の推進体制                        

観光振興における役割と連携 

 善通寺市観光基本計画に基づき、観光の持続的な発展を目指すためには、行政はもちろん

のこと、市民や事業者、観光関連団体など全ての主体が協力し、それぞれが役割を担い、交

流や連携を図りながら、一体的に推進していく必要があります。 

 

 

１ 行政（善通寺市）の役割 

・地域資源の観光コンテンツ化や情報発信、人材育成や観光拠点の整備運営など、全市的

な観光施策に取り組みます。 

・様々な主体による各取組に対するバックアップや事業者、各種団体との連携、調整を行

っていきます。 

・観光庁や香川県、近隣市町、関連市町などとの連携、調整を行っていきます。 

 ・観光に関する様々な統計データの収集に努めていきます。 

 

 

２ 民間の役割 

本市を訪れた観光客と直に触れ合う可能性が高い観光関連団体や事業者は、本市の観光

の主体であるという意識を持ち、観光客に喜んでいただけるような商品やサービスなどの

提供とそれらのさらなる磨き上げに努め、満足度の向上とリピーターの獲得につなげてい

きます。また、団体間、事業者間のつながりを意識し、連携した取組に努めていきます。 

 

 

３ 市民の役割 

市民１人１人が本市の持つ魅力について考え、この街で暮らすことへの誇りを持つとと

もに、観光振興に関する取組に積極的に参加し、本市の魅力を伝え、観光客を温かくもてな

すような観光地域づくりに取り組みます。 
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参考資料                                     

策定経緯 

１ 善通寺市観光基本計画策定委員会 

 ⑴ 策定委員会名簿 

 所属 役職 氏名 

委員長 善通寺市観光協会 会長代理 齋藤 弘道 

副委員長 善通寺市文化協会 会長 大河内 義雅 

委員 善通寺市議会 議長 氏家 寿士 

委員 総本山善通寺 教学部長 坂田 知應 

委員 陸上自衛隊善通寺駐屯地 司令職務室長 高橋 荘馬 

委員 善通寺市連合自治会 会長 川村 隆亮 

委員 善通寺市連合婦人会 会長 山根 昭子 

委員 善通寺市商店連合会 会長 白井 浩 

委員 善通寺商工会議所 専務理事 池脇 貴司 

 

 ⑵ 開催経過 

開催日 名称 内容 

令和２年９月１日 
第１回 

策定委員会 

○計画策定の工程について 

○作業部会、ワークショップについて 

令和３年３月２９日 
第２回 

策定委員会 

○善通寺市観光基本計画（案）策定までの

経緯について 

○善通寺市観光基本計画（案）について 
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２ 善通寺市観光基本計画策定委員会作業部会 

 ⑴ 作業部会名簿 

 所属 役職 氏名 

部会長 総本山善通寺 寺務所主事 中嶋 孝謙 

副部会長 善通寺商工会議所 業務課長 宮﨑 喜弘 

委員 善通寺商工会議所青年部 会長 入江 亜姫 

委員 善通寺市中小企業振興会議 委員 大西 省司 

委員 風のくぐる 代表 氏家 正毅 

委員 喫茶軽食 百合 代表 後藤 美紀 

委員 株式会社まんでがん チーフ 内田 和樹 

委員 香川県観光振興課 主任主事 小池 悠 

委員 善通寺市商工観光課 地域おこし協力隊 中川 裕太 

委員 善通寺市営業課 地域おこし協力隊 臼井 俊行 

  

⑵ 開催 

開催日 名称 内容 

令和２年１０月７日 
第１回 

作業部会 

○計画策定の工程について 

○基本理念及び将来像について 

令和２年１１月２０日 
第２回 

作業部会 

○ワークショップの報告について 

○基本理念、将来像及び目標について 

令和２年１２月２日 
第３回 

作業部会 

○基本理念、将来像及び目標について 

○基本方針、施策及び推進体制について 

令和３年２月１９日 
第４回 

作業部会 

○基本理念、将来像及び目標について 

○現状分析の報告について 

○ワークショップの報告について 

○基本方針、施策及び推進体制について 

令和３年３月１９日 
第５回 

作業部会 
○善通寺市観光基本計画（案）について 
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３ ワークショップ 

 ⑴ 参加者 

  市内在住・在勤の方、観光関連事業者、香川大学の学生、市職員など 

 

 ⑵ 開催概要 

開催日 内容 

令和２年２月２６日 
○善通寺市の良い点と改善点について 

○観光で地域を盛り上げるためには 

令和２年１０月１５日 
○新しい観光の動きについて 

○善通寺市のありたい姿、将来像について 

令和２年１２月１６日 

○将来像を実現するために具体的に何ができるか 

（４つの班に分かれてグループワーク） 

・体験、ガイド班 

・新しい観光班 

 ・情報発信班 

 ・観光周辺ビジネス班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


